
 

 

コロナはいつ終わりますか？  

  

ときどきクライエントさんから「コロナはいつ終わりますか？」という

ご質問を受けます。 日本語としてはおかしいのですが、言わんとされる意

味はわかります。 

『新型コロナウイルスによる社会的な不安はいつ収まるのか』ということ

が気になる方が、たくさんいらっしゃいます。 

 

コロナウイルスはパンデミック以前から存在していて、変異を繰り返し

てきました。時に SARS と呼ばれたり、ある時は MARS と呼ばれたりしな

がら、毒性を強めるたびに注目を浴びてきました。 しかし、ここまで全世

界を混乱させたことはありませんでしたので、人類にはその収拾のつけ処

がわからないということなのでしょう。 通常の感染症ならば、毒性が弱ま

る＝重傷者や死者が減ってくると次第に事態は収束に向かうのですが、今

回のコロナ禍は難しそうです。  

 そこには私たちの社会の在り方の変化も関係していると考えられます。 

 

それは、現代が『リスクという可能性を最重要視する社会』になったと

いうことです。 

 

先日、天気予報が大雪の警戒を呼び掛けていた日がありました。カウン

セリングに来られる方というのは「不要不急の外出を控える」ような状況

でも、むしろ、その空気に不安を煽られてしまい、緊急性を強めて来談さ

れる人が多いのですが、先日の大雪警戒については、来談を戸惑われる方

がありました。 

「帰れないかもしれない」「途中で電車が止まって行かれないかもしれな

い」といった可能性が想起された不安の方が勝ったためにキャンセルが入

りました。  

もちろん、危機回避や安全確保は重要ですので、その方のご判断は賢明と

考えて了解いたしました。 

しかし、後日にお会いしたその方からは、雪が大したことがなかったこ

とのご不満が語られ、「どこまで何に気をつけて良いのかわからなくなっ

た」ことが語られました。 

 

台風や火山の噴火、地震予想など、現代社会には私たちを不安にさせる

 



 

 

情報が溢れています。それらの情報をもとに準備や対策を講じておくこと

は大切です。ただ、これらは生命保険などと同様で、どこまで日常生活を

削って対応するかという考えが伴います。 

 

ちなみに、『大雪警戒によるキャンセル』をされた方がある一方で、キ

ャンセル待ちの方が、その空いた枠を埋めておられました。 

 

コロナ禍においても、感染の不安から消極的にお店を閉められる飲食店

もあれば、積極的な感染対策を売りに開店される飲食店もあり、これほど

個人の決断による『リスクとベネフィット』が浮き彫りになる状況が、こ

れまで日本にあったでしょうか。 

 

「日本人ほど保険に入りたがる民族はいない」とどこかで聴いたことがあ

ります。リスク=危機という概念に弱いのかもしれません。または投資と

いう概念に疎いということも関係しているようでもあります。投資家はリ

スク=危機とばかりは考えておらず、リスク=不確実性と捉えているとこ

ろがあります。「リスク（不確実性）があるから利益が得られる」という

期待も高まり、「リスクを避けるのではなく、引き受けていかねば利益は

得られない」ということなのでしょう。不確実性を、失敗する可能性とし

て恐れるか、成功のチャンスとみなして賭けてみるか、どちら側の考えの

人が多いかがその社会の在り方を変えていくのではないでしょうか。 

 

カウンセリングというのは、『期待と不安』が常に表裏一体の作業です。

人のこころが苦しむきっかけは『期待』から始まります。進学でも、就職

でも、恋愛でも、子育てでも、上司と部下の関係でも、期待が裏切られた

ときに苦しみが始まるのです。「こうなってほしい」という『期待』が「こ

うなったらどうしよう」という『不安』とが、同じ根っこであることはご

理解いただけるでしょうか。 

あきらめきれない思いを抱えて生きることに腹をくくることも、理想を手

放して新しい道を歩くことも、どちらも苦しいものですが、一度きりの自

身の人生と向き合われる時間がカウンセリングのなかにはあります。 

 

環境としての生い立ち、身体的な特徴、経済状況や性格的な特性など、

どんな人にだって、受け入れるしかない現実と、乗り越えたい課題が大な

り小なりあるものです。そういう意味でカウンセリングは、コロナ禍以前

から、お一人お一人にとっての『リスクとベネフィット』に焦点を当て続



 

 

けてきました。ある人にとっては大きなリスクも、ある人にとっては大し

たことはなかったり、また、ある人にはどうしても得たいものが、別のあ

る人とっては全く価値を感じられないものです。 

その様な人間の多様性の中で、カウンセリングは、悩みと共に生きること

や、病と共に生きることも選んできました。 

 

先の「コロナはいつ終わりますか？」の問いは、カウンセラーの私にと

って、長年常に向けらているあらゆる『問い』と本質的には同じものです。

「私の障害はいつ楽になりますか？」「毒親のことはいつ許せるようにな

りますか？」「いじめの傷はいつ癒えますか？」のように、いくつもの「い

つ？」という苦しみからの解放を願う問いが向けられます。一度生じてし

まった不安や不満はいつまでも消えてはくれません。  

 

百年前にパンデミックを起こしたスペイン風邪での死者は、世界で

5000 万人以上ともいわれ、日本でも 40 万人亡くなったとされています。

その後なぜ収束したか、一説には、一定の罹患者が治癒者となり、集団免

疫が獲得されたことがあげられていますが定かではありませんし、スペイ

ン風邪の正体とされているインフルエンザは現在も変異を繰り返しながら

生き延びており、その後の関東大震災、世界大戦、大恐慌なども乗り越え

て生き残ったはずの人類に一定の犠牲者を出し続けています。 

 

あらゆる苦しみの「いつ終わる？」は、自分自身が、いつ気にならなく

なるか、または、気になりつつもやり過ごすことができたときだと言えま

す。ワクチン接種によって気にならなくなる人、やり過ごせるようになる

人、家に引きこもることで不安を回避する人、開き直ったり、或いは別の

ことで意識を変える人など、人それぞれのストーリーが時間をかけて作ら

れていくのだと思います。そして、ウイルスも、人間同士も、互いの生き

残りを賭けて、同じことを繰り返しながら、小さな変異を続けることでし

ょう。 
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